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年
に

吹吹きき飛飛ばばせせ !!

本
年
も
広
報
せ
ん
ぼ
く
を

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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仙
北
市
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
市
内
で
も
多
く
の

お
祭
り
や
催
事
が
開
催
の
中
止
や
規
模

縮
小
に
追
い
込
ま
れ
、
宿
泊
施
設
や
お

土
産
販
売
店
な
ど
の
観
光
産
業
は
も
と

よ
り
、
飲
食
業
や
農
業
な
ど
様
々
な
産

業
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
各
産
業
へ
の
支
援
を
引
き

続
き
し
っ
か
り
と
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で

予
定
さ
れ
て
い
た
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

ス
キ
ー
・
モ
ー
グ
ル
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
は
、
本
年
が
最
後
の
開
催
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
私
も
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
新
変
異
株
「
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
」
が
世
界
中
で
感
染
が
拡
大
し
、

色
々
な
国
か
ら
来
日
す
る
選
手
や
ス

タ
ッ
フ
の
受
け
入
れ
が
難
し
く
、
県
と

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
と
仙
北
市
で
協
議

仙
北
市
長

田
口

知
明

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

し
た
結
果
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大

会
が
２
月
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
直
後
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
予
定
で
、
間
違

い
な
く
過
去
最
高
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
は
ず
で
し
た
の
で
、
本
当
に
悔
し

く
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
日
本
国
内
に
お

い
て
は
昨
年
の
秋
以
降
、
感
染
者
が
抑

え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
決
し
て
楽
観
は

で
き
な
い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

出
口
が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
よ
う
な
変
異
ウ
イ
ル

ス
の
脅
威
も
増
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
マ
ス
ク
・
手
洗
い
・
密
の
回

避
な
ど
の
感
染
予
防
を
心
が
け
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
３
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
進
め
、
そ
し
て
再
び
感

染
が
拡
大
し
た
場
合
に
備
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
の
で
、
医
療
従
事
者
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
か
ら
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
時
の
対
応
準
備
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
を

迎
え
て
の
抱
負
を
の
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

夢
と
希
望
を
胸
に
理
想
を
掲
げ
な
が
ら

も
、
現
実
に
直
面
す
る
課
題
か
ら
目
を
背

け
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
幸
福
度
全
国
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
仙
北
市
を
目
指
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
幸
福
度
全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

と
い
う
市
政
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ま
ず
は
中
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
①

感
染
症
に
強
い
ま
ち
、
②
市
民
が
幸
せ

を
感
じ
る
ま
ち
、
③
子
ど
も
・
母
親
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
④
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
⑤
仙
北

市
ブ
ラ
ン
ド
を
核
と
し
た
稼
げ
る
ま
ち

づ
く
り
を
具
体
的
に
進
め
、
次
に
長
期

的
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
①
目
標
を
も
ち
、

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
が
多
い
ま
ち
、

②
や
り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
人
が
多
い
ま
ち
、
③
日
々
の
暮
ら

し
で
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
人
が
多

い
ま
ち
、④
自
分
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ

て
く
れ
る
人
が
い
る
ま
ち
、
⑤
頼
れ
る

人
が
い
る
ま
ち
、
⑥
自
分
の
居
場
所
や

役
割
が
あ
る
ま
ち
と
な
れ
る
よ
う
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
本
年
も

市
政
運
営
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
や
ご
家
族
に
と
っ
て
今
年
一

年
が
、
笑
顔
と
喜
び
に
満
ち
た
す
ば
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

戸部由梧さん
角館小学校・5年生

　今年の干支は寅。
　12 年前の平成 22 年、寅年に生まれた市内の児童
たちに今年頑張りたいことを書いてもらいました。皆
さん、強い決意と明るい表情が輝いています。
　皆さんの今年頑張りたいことはなんですか。

寅年生まれ
の児童に聞

いた！

藤元向日葵さん
白岩小学校・6年生

糸井真緒さん
神代小学校・6年生

田村空遠さん
生保内小学校・6年生

伊藤颯玖さん
大曲支援学校せんぼく校

5年生

高橋凛さん
西明寺小学校・5年生

門脇颯大さん
桧木内小学校・6年生

今年頑張りたいこと

令和4年の目標

田口市長に
聞いた！

令和４年の
目標
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

随
時
募
集

●
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
・
受
験
資
格

助
産
師

若
干
名

▼
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、
現
に
助
産
師
免
許
を
有
す
る

方
ま
た
は
令
和
３
年
度
中
に
実
施
す

る
国
家
試
験
で
助
産
師
免
許
を
取
得

見
込
み
の
方

●
試
験
内
容
／
▼
作
文
試
験
▼
面
接
試
験

●
そ
の
他
／
免
許
取
得
見
込
み
の
方
は
令

和
４
年
度
の
採
用
と
な
り
ま
す
。

追
加
募
集

●
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
・
受
験
資
格

薬
剤
師

若
干
名

▼
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
現
に
薬
剤
師
免
許
を
有
す
る
方

ま
た
は
令
和
３
年
度
中
に
実
施
す
る
国

家
試
験
で
薬
剤
師
免
許
を
取
得
見
込
み

の
方

臨
床
検
査
技
師

若
干
名

▼
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
現
に
臨
床
検
査
技
師
免
許
を
有

す
る
方
ま
た
は
令
和
３
年
度
中
に
実
施

す
る
国
家
試
験
で
臨
床
検
査
技
師
免
許

を
取
得
見
込
み
の
方

看
護
師

若
干
名

▼
昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
現
に
看
護
師
免
許
を
有
す
る
方

ま
た
は
令
和
３
年
度
中
に
実
施
す
る
国

家
試
験
で
看
護
師
免
許
を
取
得
見
込
み

の
方

市
立
角
館
総
合
病
院
の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】市
立
角
館
総
合
病
院
総
務
管
理
課
☎（
54
）２
１
１
１

●
試
験
内
容
／
▼
医
療
従
事
者
と
し
て
必

要
な
基
礎
知
識
に
関
す
る
試
験（
専
門

基
礎
科
目
試
験
）
▼
作
文
試
験
▼
面
接

試
験

共
通
事
項

●
受
付
期
限
／
２
月
28
日
㈪

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
８
時
30
分
か

ら
17
時
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
２
月
28
日
㈪

必
着
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
状
況
に
よ
り
随
時
締
め
切
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
試
験
日
／
応
募
状
況
に
よ
り
、
日
程
調

整
の
う
え
実
施
し
ま
す
。

●
欠
格
事
項
／
次
の
欠
格
事
項
に
該
当
す

る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▼
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

▼
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
規
定
に
よ
り

地
方
公
務
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い

方

令和4年度採用

要
綱
な
ど
の
詳
細
は
市

立
角
館
総
合
病
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

kakunodate-hp.com
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
、
お
手
元
に
発
行
通
知
書
の
ハ
ガ

キ
が
届
い
て
い
る
方
を
対
象
に
、
時
間
外

で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
を
行
い

ま
す（
交
付
は
予
約
し
た
方
の
み
に
限
り

ま
す
。
ま
た
時
間
外
の
交
付
窓
口
は
角
館

庁
舎
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

時
間
外
で
の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、

各
交
付
日
の
２
日
前
ま
で
に
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
場
所
が
田
沢
湖
庁
舎
、
西
木
庁

舎
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
２
日

前
ま
で
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
角
館
庁

舎
で
受
け
取
り
が
可
能
で
す
）。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に

つ
い
て
は
原
則
本
人
が
来
庁
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

完
全
予
約
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課
市
民
係（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）３
３
０
７

●
時
間
外
交
付
日
時
／
1
月
12
日
、26
日
、

2
月
2
日
、
16
日
、
3
月
2
日
、
16
日

（
毎
回
水
曜
日
）17
時
15
分
～
19
時

●
持
参
す
る
物
／
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
発
行
通
知
書
の
ハ
ガ
キ
▼
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド（
紛
失
し
て
い
る

場
合
に
は
、
紛
失
届
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
）
▼
本
人
確
認
書
類（
運
転

免
許
証
、
旅
券
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の

う
ち
１
点
。
こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
健
康
保
険
証
ま
た
は
年
金
手
帳

〈
年
金
証
書
で
も
可
〉お
よ
び「
氏
名
・

生
年
月
日
」ま
た
は「
氏
名
・
住
所
」が

記
載
さ
れ
た
書
類〈
社
員
証
、
学
生
証
、

医
療
受
給
者
証
な
ど
〉）
▼
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

※
詳
細
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
通
知
書

の
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

防災無線の情報を電話で
確認することができます

▼テレドーム
（テレホンサービス）
☎0180-991555

※�ご利用には通話料がかかります（固定
電話はダイヤル通話料、携帯電話は1
分50円くらいの通話料）。

詳しくは
こちら

防災無線の情報がメール
で届きます

▼安全安心メール
（登録制メール）
※�事前の登録が必要です。詳しくは仙
北市ホームページ（http://anshin.city.
semboku.akita.jp/lists/）からご確認く
ださい。

登録は
こちら

防災無線
聞き逃し
サービス

第
37
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
お
よ
び
令
和
3
年
秋
の
叙
勲
、
秋
の
褒
章

の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
※
年
齢
は
受
章
時
を
掲
載
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・

秋
の
叙
勲
・
秋
の
褒
章

菅 原 一 男 さん
（67歳　角館町金山下）

消防功労

元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
本
部
消
防
次
長

（
消
防
監
）。
昭
和
48
年
4
月
、

同
組
合
に
消
防
吏
員
と
し
て

採
用
さ
れ
て
以
来
、
同
本
部

警
防
課
長
や
角
館
消
防
署
長

な
ど
を
歴
任
。
平
成
27
年
３

月
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
危

険
性
が
高
い
業
務
に
従
事
し
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝双光章
＜危険業務従事者叙勲＞

髙 貝 寿 孝 さん
（72歳　角館町上野）

消防功労

元
仙
北
市
消
防
団
分
団
長
。

昭
和
45
年
、
角
館
町
消
防
団

に
入
団
。
平
成
22
年
か
ら
平

成
26
年
ま
で
分
団
長
と
し
て

活
躍
。
入
団
よ
り
48
年
余
り

の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
防

火
・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

豊
富
な
経
験
と
優
れ
た
指
導

力
で
団
員
の
育
成
強
化
に
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞宝単光章
＜秋の叙勲＞

坂 本 邦 夫 さん
（82歳　田沢湖生保内）

防犯功績

元
仙
北
市
防
犯
協
会
会
長
。

昭
和
49
年
、
角
館
警
察
署
防

犯
連
絡
員
と
し
て
委
嘱
を
受

け
以
来
、
仙
北
市
防
犯
協
会

会
長
や
秋
田
県
防
犯
協
会
連

合
会
理
事
な
ど
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
47
年
余
り
の
長
き

に
わ
た
り
、
行
政
や
警
察
と

連
携
し
て
防
犯
思
想
の
普
及

高
揚
お
よ
び
犯
罪
防
止
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

藍綬褒章
＜秋の褒章＞

能 美 務 さん
（82歳　田沢湖卒田）

警察功労

元
警
察
庁
技
官
。
昭
和
33

年
、警
察
庁
技
手
と
し
て
採
用

後
、
同
技
官
と
な
り
東
北
管

区
警
察
局
の
各
県
通
信
部
で

警
察
で
使
用
す
る
無
線
機
や

衛
星
通
信
な
ど
の
運
用
・
維

持
管
理
に
従
事
。
現
業
管
理

官
（
衛
星
通
信
）
を
退
職
す

る
ま
で
の
42
年
間
に
わ
た
り

災
害
・
事
件
現
場
の
通
信
網

確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝単光章
＜秋の叙勲＞

能 美 務
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給
与
を
支
払
っ
た
方
は
、

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す

令
和
３
年
中
に
給
与
・
賃
金
な
ど（
専
従
者
給
与
や
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
代
も
含
み
ま
す
）を
支
払
っ
た
方
は
、
給

与
・
賃
金
な
ど
を
、
受
け
取
っ
た
方
が
令
和
4
年
1
月
1
日

現
在
で
、
実
際
に
居
住
す
る
住
所
地
の
市
町
村
税
務
担
当

課
に
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
義
務
が
あ

り
ま
す（
地
方
税
法
第
３
１
７
条
の
６
第
１
項
）。

ま
た
、
支
払
っ
た
金
額
が
30
万
円
以
下
の
退
職
者
に
つ

い
て
も
、
公
平
・
適
正
な
課
税
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
提
出

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

給
与
支
払
報
告
書
は
、
給
与
所
得
者
に
と
っ
て
市
県
民

税
の
申
告
に
代
わ
る
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
正

確
な
記
入
を
心
が
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
方
、
ま
た
は
、
虚
偽
の

記
載
を
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す（
地
方
税
法
第
３
１
７
条
の
７
）。

※
令
和
４
年
度
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
た
方
の
中
で
、
令

和
４
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
な
く

な
っ
た
方
が
い
る
場
合
は
、
４
月
15
日
ま
で
に
給
与
支
払
報

告
書
に
係
る
給
与
所
得
者
異
動
届
出
書
を
提
出
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す（
地
方
税
法
第
３
１
７
条
の
６
第
２
項
）。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て　
　
担
当
税
務
課
市
民
税
係

税務課からのお知らせ　【問合せ】税務課（田沢湖庁舎） ☎（43）1117

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
法
人
番
号
の
記
載
は
忘
れ
ず
に
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
法
人
番
号
に
つ
い
て
も
所
定
の
欄

に
漏
れ
な
く
記
入
し
、
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

令
和
３
年
中
に
給
与
・
賃
金
な
ど
を
支
払
っ
た
方（
個

人
・
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
）が
、
給
与
・
賃
金
な
ど
を
受
け

取
っ
た
方
に
つ
い
て
、
給
与
支
払
報
告
書
を
作
成
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限
／
１
月
31
日
㈪

※
早
期
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
先
／
税
務
課
市
民
税
係（
〒
０
１
４-

１
２
９
８

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30
番
地
）

※
給
与
・
賃
金
な
ど
を
受
け
取
っ
た
方
が
令
和
４
年
１
月
１
日
現

在
で
、
実
際
に
居
住
す
る
住
所
地
の
市
町
村
税
務
担
当
課
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
提
出
物
／
▼
総
括
表･･･

１
枚

▼
個
人
別
明
細
書･･･

給
与
・
賃
金
な
ど
を
受
け
取
っ
た

方
１
人
に
つ
き
２
枚

※
個
人
別
明
細
書
は
、
最
寄
り
の
市
役
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法
／
給
与
支
払
報
告
書（
総
括
表
）を
先
頭
に
、

給
与
支
払
報
告
書（
個
人
別
明
細
書
）を
特
別
徴
収
者
と

普
通
徴
収
者
と
を
仕
切
り
紙
で
明
確
に
区
分
し
て
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
普
通
徴
収
者
に
つ
い
て
は
、
普

通
徴
収
と
す
る
理
由
の
記
入
欄
に
つ
い
て
も
漏
れ
な
く

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
総
括
表
・
仕
切
り
紙
な
ど
の
様
式
は
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w
w
.city.sem

boku.akita.jp/citizens/
dl_service/zeim

u_m
inzei.htm

l

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

原
則
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

①
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方
。

②
１
か
所
か
ら
の
給
与
収
入
の
み
の
方
で
、
そ
の

ほ
か
に
収
入
が
な
く
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を

済
ま
せ
た
方（
た
だ
し
、
年
末
調
整〈
社
会
保
険

料
等
控
除
、
配
偶
者
・
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養

控
除
、
生
命
保
険
・
地
震
保
険
料
控
除
、
２
年
目

以
降
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
〉で
調
整
手
続

市
県
民
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
担
当
税
務
課
市
民
税
係

き
が
完
了
す
る
控
除
以
外
の
控
除
適
用
を
受
け

よ
う
と
す
る
方
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）。

③
公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
令
和
3
年
中
の

収
入
が
１
４
８
万
円
以
下
の
方
。

④
公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
令
和
3
年
中
の

収
入
が
4
０
０
万
円
以
下
で
、
年
金
保
険
者
へ

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
済
み
で
、
配
偶
者

控
除
ま
た
は
扶
養
控
除
以
外
の
所
得
控
除
ま
た

は
、
税
額
控
除
が
な
い
方
。

令
和
４
年
度
の
固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
申
告

期
間
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在

所
有
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
１
月
31
日
㈪
ま
で

に
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
申
告
さ
れ
た
方
に
は
、
12
月
下
旬
に
申
告

書
を
発
送
し
て
い
ま
す
が
、
新
規
に
事
業
を
開
始

さ
れ
た
方
な
ど
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い（
未
申
告
が
判
明
し
た
際
に
は
、
最

大
５
年
分
が
一
度
に
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。

個
人
事
業
主
・
営
農
者
の
方
へ

市
県
民
税
等
申
告
相
談
の
際
の
減
価
償
却
費
の

申
告
と
、
固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
申
告
は
異
な

り
ま
す
。
所
有
資
産
が
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
資

産
の
み
の
方
、
減
価
償
却
の
申
告
の
み
を
さ
れ
て

い
た
方
も
固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
？

農
業
・
商
店
な
ど
の
経
営
や
駐
車
場
・
貸
家
の
賃

貸
な
ど
の
事
業
に
用
い
る
構
築
物
・
機
械
・
備
品
な

ど
を
償
却
資
産
と
い
い
、
土
地
や
家
屋
と
同
じ
よ

う
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

●
申
告
対
象
者
／
法
人
や
個
人
を
問
わ
ず
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
償
却
資
産
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
。

●
個
人
番
号
・
法
人
番
号
の
記
入
に
つ
い
て
／
償

却
資
産
申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
個
人
の
方
は
12
桁
の
個

人
番
号
を
、
法
人
に
あ
っ
て
は
13
桁
の
法
人
番

号
を
所
定
の
記
載
欄
に
右
詰
め
で
記
載
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
期
限
／
１
月
31
日
㈪

●
提
出
先
／
税
務
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
出

張
所

償
却
資
産
の
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
担
当
税
務
課
固
定
資
産
税
係

令
和
４
年
２
月
上
旬
か
ら
３
月
中
旬
に
実
施
す
る
所
得
税
・

市
県
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
申
告
者
の
分
散
化
や
、
受

付
人
数
の
制
限
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
所
得
税
の
還
付
申
告
な
ど
に
つ
い
て
は
、
な
る

べ
く
ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
、
申
告
す
る
皆
さ
ま
の
利

便
性
向
上
、
申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
を
目
指
す
も
の
で
す
の
で
、

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
子
申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

●
利
用
手
順
／
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

▼
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
ま
た
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
代
用
可
能

▼
ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
者
登
録

ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策

▼
自
宅
か
ら
24
時
間
申
告
可
能（
待
ち
時
間
も
あ
り
ま
せ
ん
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト

▼
保
険
証
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

で
、
医
療
費
の
閲
覧
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

▼
確
定
申
告
に
お
け
る
医
療
費
控
除
の
手
続
き
で
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
医
療
費
情
報
を
自
動
入
力
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す（
２
０
２
１
年
９
月
分
以
降
の
医
療
費
通

知
情
報
に
つ
い
て
、
閲
覧
・
自
動
入
力
が
可
能
）。

ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
つ
い
て担

当
税
務
課
市
民
税
係

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
電
子
で
の
提
出
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
国
と
地
方
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
義
務
の
あ
る
給
与
支
払
報
告

書
・
源
泉
徴
収
票
を
一
括
し
て
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
一
元
的
に
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.nta.go.jp/e-tax/

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.eltax.lta.go.jp/

）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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仙
北
市
選
挙
管
理
委
員
が再

任
さ
れ
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
う
仙
北
市
選
挙
管
理

委
員
の
選
挙
が
9
月
6
日
の
令
和
３
年

第
４
回
仙
北
市
議
会
定
例
会
で
行
わ
れ
、

４
人
の
方
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
１
日
の
仙
北
市
選
挙
管

理
委
員
会
で
、
委
員
長
、
委
員
長
職
務

代
理
者
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
委
員
長
／
藤
原
儀
英（
田
沢
湖
）

▼
委
員
長
職
務
代
理
者
／
佐
藤
透（
西
木
）

仙
北
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎（
43
）１
１
５
０

▼
委
員
／
戸
澤
幸
作（
角
館
）

▼
委
員
／
髙
橋
正
美（
角
館
）

仙
北
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

令
和
４
年
４
月
30
日
任
期
満
了
に
よ
る

「
仙
北
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
」の
日
程

が
、
４
月
10
日
㈰
に
告
示
、
４
月
17
日
㈰

に
投
開
票
と
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
選
挙
か
ら
議
員
の
定
数

が
16
人
と
な
り
ま
す
。

仙
北
市
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
事
業
の

利
用
申
請
を
追
加
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
事
業
の
目
的
／
家
庭
の
事
情
に
よ
り

養
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
、
一

時
的
に
施
設
で
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
冬
期
間

の
生
活
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

●
利
用
対
象
者
／
仙
北
市
に
居
住
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
養
護
を
必
要
と

し
自
力
で
共
同
生
活
が
で
き
る
方

●
利
用
定
員
／
３
室（
洋
室
２
、和
室
１
）

▼
洋
室･･･

２
人
▼
和
室
1
人
ま
た
は

1
家
族
２
人
の
利
用
が
可
能

●
利
用
期
間
／
2
月
か
ら
４
月
末
ま
で

の
3
か
月
間

冬
期
間
、
養
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を

一
時
的
に
支
援
し
ま
す

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課
（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）２
２
８
１

●
使
用
料
／
１
日
２
３
０
０
円(

食
費
含

む)

●
利
用
施
設
／
社
会
福
祉
法
人
県
南
ふ

く
し
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
流

苑
内（
西
木
町
桧
木
内
字
松
葉
２
３
２

番
地
）

●
利
用
の
申
請
／
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
書
な
ど
の
一
式
を
1
月

14
日
㈮
ま
で
長
寿
支
援
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
な
ど
は
長
寿
支
援
課
と
各
市
民
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他
／
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要

な
方
は
、
事
前
に
長
寿
支
援
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.

city.sem
boku.akita.jp/new

s_topics/w
hatsnew

.
php?id=3105

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

な
ど
も
で
き
ま
す
。

市
内
産
業
の
振
興
を
促
進
す
る
た

め
、「
仙
北
市
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

適
用
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例
」に
も
と
づ
き
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
3

年
間
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
業
種
／

▼
製
造
業

▼
農
林
水
産
物
等
販
売
業

▼
旅
館
業（
下
宿
業
を
除
く
）

▼
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等（
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
付
随

サ
ー
ビ
ス
業
、
通
信
販
売
、
市
場

調
査
な
ど
）

●
課
税
免
除
の
対
象
資
産

▼
家
屋（
直
接
事
業
の
用
に
供
す
る

部
分
）

▼
償
却
資
産（
直
接
事
業
の
用
に
供

す
る
機
械
・
装
置
な
ど
）

▼
土
地（
直
接
事
業
の
用
に
供
す
る

建
物
を
建
て
る
た
め
に
取
得
し
た

土
地
で
、
取
得
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
１
年
以
内
に
建
設
の
着
手

を
し
た
場
合
に
限
る
）

過
疎
法
の
適
用
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎（
43
）１
１
１
２

●
課
税
免
除
の
適
用
要
件

▼
青
色
申
告
を
行
う
法
人
ま
た
は
個

人
で
あ
る
こ
と
。

▼
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
取
得
等

を
し
た
設
備
で
あ
る
こ
と
。

※
取
得
等
と
は
、
取
得
や
製
作
、
建
設
を

い
い
、
建
物
と
そ
の
附
属
設
備
に
あ
っ

て
は
改
修（
増
築
、
改
築
、
修
繕
ま
た

は
模
様
替
を
い
う
）の
た
め
の
工
事
に

よ
る
取
得
ま
た
は
建
設
を
含
む
。
た
だ

し
、
資
本
金
の
額
な
ど
が
５
０
０
０
万

円
を
超
え
る
法
人
が
行
う
も
の
に
あ
っ

て
は
新
設
ま
た
は
増
設
に
限
る
。

※
令
和
３
年
１
月
1
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
し
た
設
備
に
つ
い
て
は

旧
条
例
で
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

▼
直
接
事
業
の
用
に
供
す
る
対
象
資

産
の
取
得
価
額
の
合
計
額
が
下
記

の
基
準
額
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

●
課
税
免
除
期
間
／
新
た
に
固
定
資

産
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

年
度
以
降
3
か
年
度

●
申
請
手
続
き
／
毎
年
１
月
31
日
ま

で
に
、
企
画
政
策
課
へ
申
請
書
類

な
ど
を
提
出

対象業種
資本金規模

5,000万円以下 5,000万円超１億円以下 １億円超

▼製造業

▼旅館業 取得価額の合計が
500万円以上の取得等（建
物の改修などを含む）

取得価額の合計が1,000万
円以上の新設または増設

取得価額の合計が2,000万
円以上の新設または増設

▼農林水産物等販売業

▼情報サービス業等
取得価額の合計が500万円以上の新設または増設

●�対象資産の取得価額の合計の基準額

高
齢
者
の
事
故
に
注
意
！

年
末
年
始
は
家
族
の
帰
省
な
ど
も
あ
り
、
高
齢
の
方
が
い

つ
も
と
違
う
行
動
を
と
っ
て
し
ま
う
時
期
で
す
。
年
末
年
始

な
ど
冬
の
こ
の
時
期
に
起
こ
り
や
す
い
高
齢
者
の
事
故
防

止
の
た
め
、
消
費
者
庁
が
ま
と
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

も
ち
に
よ
る
窒
息

死
亡
事
故
の
４
割
が
１
月
に
、
２
割

が
正
月
三
が
日
に
発
生
！

●
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

▼
も
ち
は
小
さ
く
切
り
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
お
茶
や
汁
物
な
ど
を
飲
み
、
の
ど
を
う
る
お
し
て
か
ら
食

べ
ま
し
ょ
う（
た
だ
し
、
よ
く
か
ま
な
い
う
ち
に
流
し
込

む
の
は
危
険
で
す
）。

▼
一
口
の
量
は
無
理
な
く
食
べ
ら
れ
る
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ゆ
っ
く
り
と
よ
く
か
ん
で
か
ら
飲
み
込
む
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

入
浴
中
の
で
き
水

自
宅
の
浴
槽
内
で
の
死
者
数
は
交
通
事
故
の
約
２
倍
！

●
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

▼
入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖
め
ま
し
ょ
う
。

▼
湯
温
は
41
度
以
下
、
湯
に
つ
か
る
時
間
は
10
分
ま
で
を
目

安
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
食
後
す
ぐ
の
入
浴
や
、
飲
酒
後
の
入
浴
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

▼
湯
温
や
部
屋
間
の
温
度
差
、
入
浴
時
間
な
ど
、
普
段
意
識

し
に
く
い
部
分
に
つ
い
て
、
温
度
計
や
タ
イ
マ
ー
を
活
用

し
て
見
え
る
化
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
に

【
問
合
せ
】消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
角
館
庁
舎
）

☎（
43
）３
３
１
３

17 の目標から今回紹介するのは…

vol.17
最終回

みんなで取り組む

SDGs
エスディージーズ

　あたり前の暮らしをこの先もずっと続けるために、私たち一人ひ
とりが考え、行動に移すことが大切です。SDGsは、“誰一人取り残
さない ”社会を実現する世界共通目標です。
　全部で17個あるSDGsの目標のうち、今号は「目標17」をご紹
介します。

これ！

SDGs 目標17 パートナーシップで目標を達成しよう 私たちにできること

地域の未来のために、私たちができることはなんだろう？

仙北市地方創生・総合戦略室　☎43-3315問

▶数年先のよりよい未来を想像する。
▶よりよい未来のために、自分がで
きることを実践する。

▶家族や友だち、地域のみんなと一
緒に考え、行動する。

　SDGsのスローガンは「誰一人取り残さない」ですが、逆の見方をすれば「す
べての人々が取り組むべき目標」であると言えます。

　一人ひとりの小さな行動は、「パートナーシップ」によって
世界中の大きな動きになり、持続可能な社会をつくります。
　大切なことは、SDGsに関する情報を積極的にキャッチし、
社会全体の動きを知ったうえで、私たち一人ひとりが正しい
選択・行動をすることです。

問題になっていること
▶ �SDGsに関心がないこと
▶目標達成に向けた取組、行動をしないこと

みんなで一緒に取り組みましょう！
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国
道
１
０
５
号
沿
い
の
指

定
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
「
愛
仙
」
に
華
や
か
な

光
が
灯
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
西
明
寺
地
域
運
営
体
の

「
西
明
寺
地
区
年
末
年
始
を

明
る
く
す
る
会
」
が
企
画
し

た
も
の
で
す
。「
少
し
で
も

ク
リ
ス
マ
ス
を
華
や
か
に
、

新
年
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
同
会

の
思
い
と
「
地
域
の
た
め
に

協
力
し
て
何
か
一
緒
に
や
り

た
い
」
と
い
う
同
事
業
所
の

思
い
が
合
致
し
て
設
置
に
至

り
ま
し
た
。

　
設
置
作
業
を
行
っ
た
12
月

１
日
、
雨
や
風
が
吹
く
悪
天

候
の
中
で
し
た
が
、
同
運
営

体
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
愛
仙

の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま

り
作
業
を
し
ま
し
た
。
同
会

代
表
の
山
田
一
志
さ
ん
は

「
来
年
は
ぜ
ひ
一
緒
に
取
り

付
け
し
た
い
と
い
う
方
が
た

く
さ
ん
い
た
。
来
年
度
以
降

も
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
な

西
明
寺
地
域
運
営
体
が

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

地
域
を
明
る
く
照
ら
す

夜間に同事業所前を通る際はぜ
ひご覧ください。

　
12
月
５
日
、
角
館
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
で
火
災
を
想

定
し
た
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
訓
練
は
、
仙
北
市
が

主
催
、
角
館
北
地
域
自
主
防
災

会
が
共
催
で
角
館
伝
建
群
保
存

地
区
の
町
並
み
を
守
る
会
の
会

員
や
角
館
消
防
署
員
な
ど
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
先
が
け
て
角
館
樺

細
工
伝
承
館
で
行
わ
れ
た
講

習
会
で
は
、
市
職
員
か
ら
エ
ン

ジ
ン
ポ
ン
プ
や
放

水
銃
、
屋
外
消
火

栓
な
ど
の
操
作
手

順
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

角
館
消
防
署
か
ら

火
災
警
報
器
の
取

扱
い
に
つ
い
て
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
岩

橋
家
に
場
所
を
移

し
て
放
水
訓
練
を

開
始
。
同
家
か
ら

出
火
し
た
と
い
う

想
定
で
、
各
会
員

を
周
辺
に
設
置
さ

伝
建
地
区
で
火
災
を
想
定
し
訓
練

武
家
屋
敷
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に

参加した会員は、放水までの手順を確認しながら訓練を行っていました。

れ
て
い
る
放
水
銃
と
屋
外
消

火
栓
そ
れ
ぞ
れ
に
配
置
、
手
際

よ
く
準
備
し
屋
根
に
向
か
っ

て
一
斉
に
放
水
し
ま
し
た
。

　

同
自
主
防
災
会
の
石
橋
正

則
会
長
は
「
防
災
設
備
が
増
設

に
な
っ
た
の
で
、
訓
練
を
通

し
て
場
所
や
操
作
手
順
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
も
火
災
に
備
え
て
訓
練
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

者
を
い
か
に
早
く
見
つ
け

る
か
が
大
切
」
と
話
す
同
署

の
東
海
林
悟
地
域
・
交
通
課

長
。「
歩
行
者
と
運
転
者
が
お
互
い
に

注
意
し
て
、
市
内
の
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
を
継
続
し
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、冬
道
の
運
転
に
つ
い
て「
急

の
つ
く
操
作
、
急
ハ
ン
ド
ル
・
急
ブ

レ
ー
キ
・
急
加
速
は
し
な
い
。
車
間

距
離
を
広
め
に
保
つ
こ
と
」
に
注
意

し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

　

熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
い
た
交
通

安
全
母
の
会
の
草
彅
良
子
さ
ん
は
「
上

向
き
ラ
イ
ト
が
重
な
る
と
こ
ろ
が
見

え
な
く
な
る
と
い
う
の
が
怖
か
っ
た
。

上
向
き
な
の
に
見
え
な
い
と
い
う
目

の
盲
点
を
み
ん
な
に
教
え
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
日
没
後
の
交
通
事
故
が
多

発
し
、
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
幸
い
市
内
で
は
死
亡
事
故
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
交
通
事
故

防
止
を
図
ろ
う
と
仙
北
警
察
署
が
夜

間
に
お
け
る
交
通
安
全
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

12
月
２
日
に
は
国
土
交
通
省
秋
田

河
川
国
道
事
務
所
角
館
国
道
維
持
出

張
所
の
駐
車
場
で
、
３
日
に
は
田
沢

湖
図
書
館
の
駐
車
場
で
開
催
し
た
同

教
室
。
取
材
に
訪
れ
た
２
日
に
は
地

域
の
高
齢
者
を
中
心
に
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

反
射
材
の
効
果
や
色
の
違
い
に
よ

る
見
え
や
す
さ
、
走
行
車
と
対
向
車

の
上
向
き
ラ
イ
ト
が
交
錯
し
た
部
分

に
い
る
人
が
消
え
て
見
え
る
蒸
発
現

象
を
体
験
。
同
署
員
は
、
よ
り
早
く
、

よ
り
多
く
の
情
報
を
手
に
入
れ
る
た

め
に
、
歩
行
者
は
反
射
材
と
明
る
い

服
装
、
運
転
者
は
上
向
き
・
下
向
き

ラ
イ
ト
の
こ
ま
め
な
切
り
替
え
と
速

度
に
注
意
し
て
ほ
し
い
と
指
導
し
ま

し
た
。
運
転
者
の
見
え
方
を
客
観
的

に
体
験
し
た
参
加
者
は
、
改
め
て
気

を
引
き
締
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
「
歩
行
者
は
自
分
の
存
在
を
い
か
に

早
く
知
ら
せ
る
か
、
運
転
者
は
歩
行

歩行者は、自分の存在を知らせるためにたすきの反射材がおすすめです。

第
7
回
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

地
域
・
暮
ら
し
・
生
き
が
い
を
創
り
高
め
あ
う

交
通
安
全

交
通
安
全
教
室

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
事
故
に
注
意
！

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
文
化
財
へ
の
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
第
３
回
文
化
財
講
習
会
を
12
月

３
日
、
角
館
庁
舎
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
西
木
町
文
化
財
保
護
協
会
の
加
藤
義
規
会
長
を

講
師
に
迎
え
、「
仙
北
市
の
文
化
財
を
知
ろ
う
！

カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ
と
中
里
の
塞
の
神
」
と
題
し
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ン
デ
ッ
コ
製
作

を
し
て
い
る
様
子
の
映
像
を
交
え
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
丁
寧
な
語
り
口
に
20
人
の
参
加
者
は
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

カンデッコあげと中里の塞の神の知識深める

21
ペ
ー
ジ
で
は
第
４
回
文
化
財
講
習
会
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

講師の加藤会長。

第３回文化財講習会を開催　
12
月
９
日
、
第
７
回
仙
北
市
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
が
西
木
温
泉
ふ
れ
い
あ
い
プ

ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
で
開
催
さ
れ
、
市
内
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
や
関
係
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
第
１
部
の
式
典
で
は
、
秋
田
県
お
よ
び

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
８
個
人
５
団
体
を
表
彰
。
熊

谷
勇
一
郎
会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
悩
ま
さ
れ
た
１
年
だ
っ
た
。

私
た
ち
に
は
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
経
験

と
知
識
が
あ
る
の
で
、
誰
か
の
た
め
に

知
恵
を
出
し
あ
っ
て
生
き
て
い
く
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
活
動
に
携
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
、
前
仙
北
市
長
の
門
脇
光

浩
さ
ん
に
よ
る
「
八
郎
湖
→
田
沢
湖

１
３
０
キ
ロ
を
歩
い
て
～
八
郎
太
郎
は

何
者
だ
っ
た
か
～
」と
題
し
た
講
演
。「
八

郎
太
郎
は
伝
説
の
人
だ
っ
た
の
か
」
と

問
い
か
け
、
実
際
に
八
郎
太
郎
の
足
跡

を
た
ど
っ
た
記
録
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

を
用
い
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
最
後
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
や
踊
り
を
披
露
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
練
習
が
２
か
月
と
い
う
短
期
間

の
中
、
創
意
工
夫
さ
れ
た
催
し
に
会
場

は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

 

秋
田
県
知
事
表
彰

秋
田
県
知
事
表
彰 

【
育
成
功
労
者
表
彰
】
信
田
幸
雄

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
】
伊
東
弘
榮

 

秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰   

【
育
成
功
労
者
表
彰
】
佐
藤
公
一

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
】
藤
澤
冨
美
子

 

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰   

【
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
】

藤
田
和
也

（田
沢
湖
）・鶴
田
貢

（角
館
）・

畠
澤
み
つ
子

（西
木
）

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
】
高
野
若
駒
ク
ラ
ブ

（田
沢
湖
）
・
太
平
ク
ラ
ブ

（角
館
）
・
小

吉
老
人
ク
ラ
ブ

（西
木
）

【
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
従
事
者
】
千
葉
重
夫

（田
沢
湖
）
・
亀
谷
孝
子

（角
館
）
・
西
宮

久
子

（西
木
）

前
列
左
か
ら
伊
東
弘
榮
さ
ん
、
信
田
幸
雄
さ
ん
、
熊
谷
会

長
、
鶴
田
貢
さ
ん
、
藤
田
和
也
さ
ん
。
後
列
左
か
ら
藤
原

助
一
さ
ん
、
畠
澤
み
つ
子
さ
ん
、
竹
村
ア
ケ
ノ
さ
ん
、
亀

谷
孝
子
さ
ん
、
西
宮
久
子
さ
ん
、
藤
澤
冨
美
子
さ
ん
。

あ
い
さ
つ
す
る
熊
谷
会
長
。

八
郎
太
郎
に
つ
い
て
門
脇
さ

ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

田
沢
湖
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
男

は
つ
ら
い
よ
の
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。

が
ら
続
け
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
事
業
所
の

久
米
力
理
事
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
さ
み
し
い
気
持
ち
を
、

こ
の
灯
り
が
地
域
も
気
持
ち

も
明
る
く
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
点
灯
時
間
は
、
16
時
～
０

時
ま
で
。
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こ
の
度
、
大
曲
税
務
署
よ

り
租
税
教
育
の
推
進
と
租
税

の
役
割
や
納
税
の
義
務
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及

に
貢
献
し
た
と
し
て
市
教
育

委
員
会
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
11
月
17
日
に
西
木
庁
舎
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
大
西
謙

次
署
長
か
ら
須
田
教
育
長
に

感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
「
仙
北
市
は
ま
ち
全
体
で

積
極
的
に
租
税
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
印
象
」
と
大
西

署
長
は
話
し
ま
す
。
ま
た
、

「
税
金
は
、
若
い
世
代
の
皆

さ
ん
が
愛
す
る
ま
ち
を
守
る

租
税
教
育
の
推
進
を
評
価

大
曲
税
務
署
よ
り
感
謝
状

た
め
に
み
ん
な
で
出
し
合
う

会
費
。
み
ん
な
で
気
持
ち
よ

く
出
せ
る
よ
う
に
税
金
の
使

わ
れ
方
を
子
ど
も
た
ち
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
仙
北
市
で
は
租
税
教
育
の

一
つ
と
し
て
、
毎
年
小
・
中

学
校
で
税
金
の
役
割
と
使
い

道
を
学
ぶ
租
税
教
室
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
12
月
16
日
に

白
岩
小
学
校
で
行
わ
れ
た
租

税
教
室
で
は
、
税
金
が
な
く

な
っ
た
生
活
や
身
近
に
使
わ

れ
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
学

び
、
さ
ら
に
１
億
円
分
の
紙

幣
の
レ
プ
リ
カ
を
持
つ
体
験

も
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は

知
識
を
さ
ら
に
深
め
た
様
子

で
し
た
。

税金について真剣に話を聞く児童たち。

大
西
署
長
（
右
）
か
ら
須
田
教
育
長

（
左
）
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
21
日
に
松
下
Ｉ
Ｍ
Ｐ
ホ
ー
ル

（
大
阪
府
大
阪
市
）
で
開
催
さ
れ
た

第
37
回
全
日
本
Ｅ
Ｃ
Ｃ
中
学
生
英
語

暗
誦
大
会
に
出
場
し
た
角
館
中
学
校

２
年
生
の
伊
藤
葉
琉
さ
ん
が
銀
賞
を

受
賞
し
、
12
月
３
日
に
教
育
長
に
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
英
会
話
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
運
営
す

る
Ｅ
Ｃ
Ｃ
外
語
学
院
・
Ｅ
Ｃ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
が
主
催
の
同
大
会
。
出
場
者
は

全
国
の
各
校
・
各
教
室
の
生
徒
か
ら

応
募
の
あ
っ
た
録
音
デ
ー
タ
の
審
査

に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
伊
藤
さ

ん
は
武
家
屋
敷
通
り
教
室
の
生
徒
と

し
て
、中
学
校
２
年
生
の
部
に
出
場
。

　
い
く
つ
か
あ
る
テ
ー
マ
の
中
か
ら

「
難
民
の
方
が
世
界
中
の
人
に
難
民

の
生
活
の
現
状
を
伝
え
る
た
め
に
ビ

デ
オ
ゲ
ー
ム
を
作
っ
た
」
と
い
う
内

容
を
選
ん
だ
伊
藤
さ
ん
。
前
半
は
決

ま
っ
た
文
章
、
後
半
は
自
分
の
考
え

第
37
回
全
日
本
Ｅ
Ｃ
Ｃ
中
学
生
英
語
暗
誦
大
会

伊
藤
葉
琉
さ
ん（
角
館
中
・
２
年
）が
銀
賞

を
取
り
入
れ
る
構
成
で
す
。
後
半
に

「
現
在
は
い
ろ
ん
な
人
が
ゲ
ー
ム
や

ア
プ
リ
を
使
っ
て
社
会
的
問
題
を
解

決
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
環
境
美
化

を
促
す
ア
プ
リ
を
紹
介
し
、
地
域
の

人
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ

て
、
も
う
少
し
ま
ち
を
き
れ
い
に
し

て
い
こ
う
」
と
の
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。

　
４
歳
か
ら
教
室
に
通
い
始
め
た
伊

藤
さ
ん
。
大
会
に
向
け
て
練
習
し
た

３
か
月
は
「
文
章
と
文
章
の
間
を
で

き
る
だ
け
あ
け
て
速
く
な
ら
な
い
よ

う
に
意
識
し
た
」
と
の
こ
と
。
身
振

り
手
振
り
も
「
あ
と
か
ら
つ
け
る
と

機
械
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
自

分
が
自
然
に
出
せ
る
も
の
を
意
識
し

た
」
と
も
話
し
ま
す
。「
い
っ
ぱ
い

練
習
を
重
ね
た
が
、
本
番
は
と
て
も

緊
張
し
た
」と
話
す
伊
藤
さ
ん
に「
自

分
で
点
数
を
つ
け
る
な
ら
？
」
と

聞
く
と
「
80
点
」
と
答
え
ま
し
た
。

「
そ
の
時
は
自
分
で
金
賞
を
と
れ
た

と
思
っ
た
。
正
直
悔
し
い
」
と
す
で

に
来
年
の
出
場
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
「
発

音
が
こ
も
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
は
っ
き
り
言
う
こ
と
。
英
検

も
上
の
級
を
と
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

見事銀賞に輝いた伊藤さん。

　
11
月
22
日
、
秋
田
県
庁
正
庁
で
行
わ
れ
た

「
令
和
３
年
度
秋
田
県
身
体
障
害
者
自
立
更

生
等
表
彰
式
」
で
武
田
利
美
さ
ん
（
角
館
町

上
野
）
が
秋
田
県
知
事
か
ら
自
立
更
生
者
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
武
田
さ
ん
は
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
競
技
の
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
針

治
療
院
を
営
む
傍
ら
一
般
社
団
法
人
秋
田
県

視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
の
会
長
と
し
て
、
視

覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加
と
自
立
更
生
に
尽

力
さ
れ
た
と
し
て
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

令
和
３
年
度
秋
田
県
身
体
障
害
者

自
立
更
生
等
表
彰
式

武
田
利
美
さ
ん
が
受
賞

自
立
更
生
者
表
彰
を
受
賞
し
た
武
田
さ
ん
。

　
12
月
８
日
、
角
館
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
角
館
小
学

校
金
管
バ
ン
ド
部
へ
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
毎
年
市
内

の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
た

め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄

付
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
寄
付

は
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー

ア
リ
ー
ナ
（
埼
玉
県
）
で
行

わ
れ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

全
国
大
会
に
出
場
す
る
同
小

学
校
の
金
管
バ
ン
ド

部
「
ド
リ
ー
ム
ハ
ー
モ

ニ
ー
」
の
子
ど
も
た
ち

を
応
援
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
で
す
。

　
金
管
バ
ン
ド
部
の
顧

問
の
高
橋
猛
先
生
は

「
い
ろ
ん
な
人
に
応
援

し
て
い
た
だ
い
て
、
私

た
ち
も
誰
か
に
見
て
も

ら
う
こ
と
で
や
る
気
が

出
て
く
る
。
本
番
で
も

地
域
の
人
や
全
国
の
い

ろ
ん
な
人
に
見
て
も
ら

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
寄
付

角
館
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
へ

左から角館ライオンズクラブの花田会長、同校の梁田一史校長、
高橋先生。

　
12
月
９
日
、
角
館
電
工
有
限
会
社
（
茂
木
督
代

表
取
締
役
）
よ
り
市
内
の
防
犯
対
策
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
10
基
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
目
録
を
手
渡
し
た
茂
木
代
表
取
締
役
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
た
中
、
市
民
の
皆

さ
ま
へ
少
し
で
も
明
る
い
話
題
、
明
る
い
場
所
の

提
供
を
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
」と
話
し
ま
す
。

仙
北
市
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
に
同
じ
年
代
の
新
市
長
の
就
任
も
あ
り
、
応

援
の
意
味
も
込
め
て
今
回
の
寄
贈
に
至
っ
た
そ
う

で
す
。

　
設
置
に
つ
い
て
も
同
社
が
無
償
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
今
後
、
市
内
の
要
望
が
あ
っ
た
箇
所

に
順
次
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

角館電工有限会社より
防犯灯を寄贈

明るいまちに

え
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
の
花
田

浩
康
会
長
は
「
去
年
も
見
せ

て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
元
気

は
つ
ら
つ
と
し
た
演
奏
が
で

き
た
ら
よ
い
成
績
を
出
せ
る

と
思
う
。
と
に
か
く
楽
し
く

や
っ
て
き
て
ほ
し
い
」
と
出

場
を
控
え
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

茂
木
代
表
取
締
役
（
右
）
か
ら
田
口
市

長
（
左
）
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　12 月 10 日、年末年始に多発傾向となる各種犯罪の防
止へ向けた「年末・年始特別警戒出動式」が仙北警察署で
行われました。出動式には、仙北警察署の佐藤正志署長、
仙北市防犯協会の橋本左武郎会長など市内の防犯活動関係
者が参加しました。
　式では仙北市防犯協会白岩支部の菅原秀俊支部長が関係
機関と連携して地域安全活動に取り組むことを宣言し、そ
の後関係者はパトカーや青色回転灯装備車で市内を巡回警
戒しながら、ワンダーモールタカヤナギ店、グランマート
田沢湖店、ファミリーマート仙北西木西明寺店へそれぞれ
移動しました。各店舗では関係者が防犯チラシを配布しな
がら被害防止を呼びかけました。

年末・年始特別警戒出動式
地域の安全のために

仙北警察署と仙北市防犯協会が連携して地域安全活動に取り組みます。

年
末
年
始
は
各
種
犯
罪
が
増
え
や
す

い
時
期
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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SEMBOKU CITY
LIBRARY図書館 情 報 局 生

涯
学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習
中央公民館　 ☎43-3535
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
講
座
の
申
込
期

間
の
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
、
各
公
民
館
の

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ

り
、
講
座
が
延
期
も
し
く
は
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
参

加
の
際
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
発
熱
や
倦

怠
感
な
ど
の
体
調
不
良
時
は
参
加
の
自
粛
を
お
願

い
し
ま
す
。

公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

収穫した大根を友だちと比べて
います。

今年度の生涯学習ガイ
ドは仙北市ホームペー
ジ（https://www.city.
semboku.akita.jp/
citizens/12_12.html）
にも掲載して
います。
こちらから⇒

11
月
29
日
、
生
保

内
小
学
校
４
年
生
の

34
人
が
、
生
涯
学
習

奨
励
員
の
髙
橋
幸
雄

さ
ん
が
栽
培
し
た
大

根
の
収
穫
作
業
を
体

験
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
抜
け
な
い
大
根
に
苦
戦
し
な

が
ら
も
友
だ
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
収
獲
し

た
大
根
を
手
に「
大
き
い
大
根
が
採
れ
て
嬉

し
い
」、「
家
で
美
味
し
く
食
べ
た
い
」な
ど

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
髙
橋
さ
ん
か
ら「
命
あ
る
作
物
の

成
長
や
収
獲
を
通
じ
て
、
命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
」と
話
さ
れ
、
全
員
が
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

大
根
の
収
穫
体
験

生
涯
学
習
活
動
紹
介

中
華
点
心
料
理
教
室

中
国
の
家
庭
料
理
と

し
て
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

豆
腐
料
理「
家
常
豆
腐
」

の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

●
日
時
／
1
月
26
日
㈬

10
時
～
12
時

●
場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
浦
山
玲
美
氏

●
受
講
料
／
６
０
０
円（
材
料
代
）

●
持
ち
物
／
調
理
作
業
に
適
し
た
服
装（
エ
プ

ロ
ン・三
角
巾
な
ど
）、
筆
記
用
具

●
定
員
／
８
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
間
／
１
月
４
日
㈫
～
18
日
㈫

●
申
込・問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
（
上
級
編
）

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
の
上
級
編
を
開
催
し

ま
す
。
何
度
か
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
に
適

し
て
い
ま
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
挑
戦
し
ま

せ
ん
か
。

●
日
時
／
２
月
２
日
、
16
日
、
3
月
２
日（
毎

回
水
曜
日・全
3
回
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
荒
木
和
子
氏

●
受
講
料
／
無
料

●
持
ち
物
／
は
さ
み
、
定
規
、
メ
ジ
ャ
ー
、
筆

記
用
具

●
定
員
／
10
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
間
／
１
月
４
日
㈫
～

●
申
込・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

黒
糖
お
こ
わ
作
り
教
室

も
ち
米
で
、
懐
か
し
い
お
や
つ「
黒
糖
お

こ
わ
」を
作
り
ま
す
。

●
日
時
／
１
月
28
日
㈮

①
10
時
～
12
時
、
②
13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
①・②
と
も
同
じ
内
容
で
す
。
ど
ち
ら
か
お
選
び

く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
旧
石
黒（
恵
）家

●
講
師
／
浅
利
久
美
子
氏

●
受
講
料
／
５
０
０
円（
材
料
代
）

●
持
ち
物
／
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具

●
定
員
／
各
回
６
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
間
／
1
月
６
日
㈭
～

●
申
込・問
合
せ
／
角
館
公
民
館

お
し
ゃ
れ
な
プ
ラ
カ
ゴ
作
り
教
室

（
初
心
者
コ
ー
ス
）

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
を
使
っ
た
お
し
ゃ
れ
な

バ
ッ
グ
や
小
物
入
れ
の
作
り
方
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

●
日
時
／
1
月
20
日
、
27
日
、
2
月
３
日（
毎

回
木
曜
日・全
3
回
）
13
時
～
16
時
頃

●
場
所
／
角
館
公
民
館

●
講
師
／
冨
木
真
喜
子
氏

●
受
講
料
／
１
５
０
０
円（
材
料
代
）

●
持
ち
物
／
は
さ
み
、
メ
ジ
ャ
ー
、
チ
ェ
ス
ピ

ン
、
ク
リ
ッ
プ（
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

●
定
員
／
６
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
間
／
1
月
５
日
㈬
～

●
申
込・問
合
せ
／
角
館
公
民
館

髙橋さんからお話を聞きました。

写真はイメージです。

もう少しできれいなかごが完成です。

田沢湖図書館 ☎43-1307

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333 1日土・祝～ 4日火（年始休館）  10日月・祝  17日月

24日月  31日月
1月の
休館日

1月の
休館日

1月 5日㈬～ 5月 15日㈰
仙北市の校歌・校章展

　統廃合により、歌われなくなった校歌や、目にすることのなくなった校章。
　角館中学校校歌と詩人・三好達治のエピソードを中心に、校歌・校章にこめ
られたさまざまな人の思いを紹介します。

1日土・祝～ 4日火（年始休館）  10日月・祝  
11日火（振替）  17日月  24日月  31日月
※ 2月 1日火（整理休館）

新着図書を紹介します   

▼ハムネット《マギー・オファーレル / 著、小竹由美子 / 訳》　 ▼僕は失
くした恋しか歌えない《小佐野彈》　 ▼不村家奇譚－ある憑きもの一族の
年代記－《彩藤アザミ》　 ▼神曲《川村元気》　 ▼采女の怨霊－小余綾俊輔
の不在講義－《高田崇史》　 ▼熔果《黒川博行》　 ▼最後に「ありがとう」
と言えたなら《大森あきこ》　 ▼くすぶり中年の逆襲《錦鯉》　 ▼ CBDC 
中央銀行デジタル通貨の衝撃《野口悠紀雄》

●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

学習資料館 ☎43-3333
1日土・祝～ 4日火（年始休館）  10日月・祝  17日月
24日月  31日月
※ 2月 1日火（整理休館）

1月の
休館日

犬
は
歌
わ
な
い
け
れ
ど  

《
水
野
良
樹
》

滅
私  《
羽
田
圭
介
》

おはなしかいうさぎのみみ

10:00～1月15日 ㈯
むかしばなしをたくさん用意してみんなをまってるよ！
★エプロンシアター「おむすびころりん」
★かみしばい「かさじぞう」

みんなでおりがみを
しよう！

テ
ー
マ
展
示

１年の行事

とことこ

タイム 1月
　お子さんと一緒に利用できる、
笑っても泣いてもいい時間です。

9:00 ～ 12:00

新着図書を紹介します   

▼メルケル世界一の宰相《カティ・マートン》　 ▼死ぬまで、働く。《池田きぬ》 

▼みんな、本当はおひとりさま《久本雅美》　 ▼青嵐の庭にすわる「日日是好日」
物語《森下典子》　 ▼ヤングケアラー介護する子どもたち《毎日新聞取材班》

▼吾妻おもかげ《梶よう子》　 ▼底惚れ《青山文平》　 ▼濁り水《日明恩》　 ▼野
ばらの村の雪まつり《ジル・バークレム》　 ▼うちのくるまはバン！！《鎌田
歩》　 ▼おもち《彦坂有紀》　 ▼はなみずのひみつ《マリオナ・トロサ・システレ》

●このほかたくさんの児童書・一般書の新刊が入ってきています。

8日 ㈯▼ 15日 ㈯▼

22日 ㈯▼ テ
ー
マ
展
示

　男気も華やぎもある時代小説特集です。
新春時代小説

　昭和５７年に誕生した新築図書館は、今年４０年目
を迎えました。建設時の写真や広報など、町の資料
とともに歳月を巡ります。

たざわこ図書館  40 歳になりました

歴史を紐解く  鎌倉殿の 13 人
　大河ドラマと一緒にお楽しみください。29日 ㈯▼

　今日はなんの日？

世界のなかのいろいろな写真集
　お気に入りの一枚が見つかるはず！

玉手おはなし 箱
1月15日㈯

田沢湖図書館 1階
10:00～ 入場無料

いろんなおはなし
いっぱい !

次回企画展

お
つ
き
さ
ま
の
ス
ー
プ

《
野
中
柊
／
く
も
ん
出
版
》

花
の
な
ご
り

《
出
久
根
達
郎
／
養
徳
社
》

みんな大好き  もふもふいきもの
　かわいいもふもふに癒されよう。
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1
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

仙
北
市
子
育
て
支
援
施
設
『
さ
く
ラ
ッ
コ
』

子育 て イン フ オ メ ー シ ヨ ン 子 育 て イ ン フ オ メ ー シ ヨ ン

日にち 受付時間 内容

5日 ㈬・18日 ㈫ 13:15 ～ 13:30 ・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・保健師と栄養士の話
・個別相談
・支援プラン作成11日 ㈫・24日 ㈪ 9:45 ～ 10:00

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確
認できるもの（運転免許証、パスポートなど）

母子健康手帳交付

日にち 健診名 対象者 受付時間
13日㈭ 10 か月児 R3 年 2月生 13:00～13:30
20日㈭ 1 歳 6 か月児 R2 年 6月生

12:45～13:00
21日㈮ 2 歳 6 か月児 R1年6月～7月生

27日㈭ 4 か月児 R3 年 9月生 13:00～13:30

乳幼児健診

こどもカレンダー
月

電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-2252　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。

日にち 内容 対象者 時間

12日㈬
ベビーマッサージ・
交流会

2か月後半～
1歳未満

受付 9:10～ 9:30
講座 9:30～11:30

ママと赤ちゃんのふれあい講座 （保健課に申し込みが必要です）

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあ
ります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援
する基盤作りのため、次のような活動を行っています。

 ★育児不安などについての相談指導 
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して
相談を受け付けています。1 人で悩まず、小さなことで
もお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9:00 ～17:00。手紙・FAX
などはいつでも】  ★子育てサークルなどへの支援 

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を
提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある方
はぜひご連絡ください。

 ★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設 
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場
を開いています。入園していないお子さんと、お母さん、
お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、どなたで
も参加できます（随時、園を開放しています。月～金曜
日の 9:00 ～17:00）。
準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。 ※持ち物などは各園にご確認ください。

1歳3か月児健康相談
日にち 対象者 受付時間
14日㈮ R2 年 10 月生 9:30 ～ 9:45

日にち 対象月齢 対象者 受付時間
26日㈬ 7 か月児 R3 年 5月～ 6月生 9:30 ～ 9:45

離乳食教室『もぐもぐランド』

◆場所  健康管理センター（角館） ◆問合せ  仙北市保健課  ☎ 43-2252

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親子
の交流の場の提供、子育てなどに関する相談・援助、子育て
関連情報の提供、子育てに関する講習などを実施しています。
　子育てアドバイザーが常駐し、明るくゆっくりとした環境
を準備してお待ちしていますので、どうぞお気軽においでく
ださい！

なかよしルーム（にこにここども園内）
☎47-2525　FAX47-2323　時間9:30～11:30

13日木／音楽リズムを楽しもう（講師：日沼先生）
20日木／�身体測定・好きなおもちゃを見つけて遊ぼう
27日木／鬼のお面を作ってみよう
※�参加希望の方は、2日前までにご連絡ください。
※�お天気次第では、雪遊びができるかもしれません。ジャンプスーツ・
長靴など雪遊びの準備をお願いします。

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎48-2345　FAX48-2525　時間9:30～11:30

12日水／�こども園のお友だちと遊ぼう
26日水／�節分のお面を作ろう・身体測定

さくラッコのイベントは無料です！

お子さんのお誕生月に遊びに来てくれた方には、お誕
生日カードをプレゼントします！

だしっこルームとわいわい広場の情報
は、仙北市ホームページのほか、はなさ
き仙北のホームページからもご確認いた
だけます。 仙北市 はなさき仙北

おひさまルーム（角館こども園内）
☎53-2918　FAX53-2919　時間9:30～11:30

18日火／�ぽーん！ぽーん！ボールや風船で遊ぼう！
25日火／�身体測定・同年齢のお友だちと遊ぼう！

（クラスにおじゃまして遊びます）
※ご利用の際は、事前にご連絡ください。
※お子さんの飲み物を持参してください。

はっぴいルーム

（お友だち作りや情報交換の場として開放）
1月の開放日 （毎週水・木・金曜日 10：00 ～ 15：00）

　水曜日 　5 日・12 日・19 日・26 日
　木曜日 　6 日・13 日・20 日・27 日
　金曜日 　7 日・14 日・21 日・28 日

　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、引っ
越してきたばかりで知らないことばかり…と不安なママ。も
ちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんもどうぞ一緒に
遊びにきてくださいね。

予約
不要

11日火／身体測定・こども園で遊ぼう
18日火／�雪遊びをしてみよう（小さいお友だちは室内で

ゆっくりと過ごしましょう）
25日火／1月生まれのお誕生会・こども園で遊ぼう
※�着替え・水分補給できるものなどを持参してください。
※�雪遊びの時は、ジャンプスーツや長靴・手袋・帽子など寒くない
ように準備をお願いします。

わいわい広場（神代こども園内）
☎44-2502　FAX44-2931　時間9:30～11:30

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

24日㈪ 10:00～11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・
育児の相談ができます。個別相談もでき
ますので、希望者はご連絡ください。

1おやこ交流広場
開放日 時間 内容

4日㈫・11日㈫・17日㈪
24日㈪・31日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に
遊べるスペース。申込不要で
自由参加。

※ 24 日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

13日木／お正月遊びをしましょう
19日水／雪遊びをしましょう（小さいお友だちは室内で

遊べます）
26日水／もうすぐ節分♪お面と豆入れを作りましょう
※お子さんの飲み物・オムツ・着替えを持参してください。
※ �13日は木曜日の開催です。お間違えのないようご注意ください。

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎43-1025　FAX43-3256　時間9:30～11:30

あつまれ！ 0 歳児 !!

（0歳児以上のお子さんも参加可能です）

21 日 金  ① 10:30 ～11:30　② 13:30 ～14:30
お昼寝アート

　季節の壁紙をバックにお子さんを
ねんねやお座りをさせて、写真をパ
チリ！その時の月齢でしか撮ること
のできない 1 枚をぜひ撮りにきてください !!
※ 2L 版を 1 枚プリントアウトしてプレゼントします。

事前予約制
①4組
②4組

子育てサポート　「はっぴい・マム」

Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
イベントへの参加申し込みはこちらからも可能です。
※お車でお越しの際は、角館児童館向かって右側（山側）、

または、仙北市総合情報センターをご利用ください。

問
合
せ

角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）

☎080-1663-4494

すくすく成長記録 Day

13 日 木  10:00 ～ 11:00
　月イチ、身長体重測定日！どれくらい大きくなったかお
子さんの身長体重を測って記録してみましょう。
　子育てのお悩みも相談できます。

予約
不要

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、日程が変更になる場合があります。

－ 仙北市社会福祉協議会★さくラッコ共催 －
みんな集まれ！子育てひろば

樺細工体験 木札を作ろう

　角館を代表する伝統工芸の樺細工を体験します。世界
に一つだけの名前の入った木札を作りましょう。
　託児 (無料 )が必要な方は申込時にお知らせください。

●日時／1月28日㈮ 10:00～11:30
●場所／角館交流センター第1会議室
●講師／八柳浩太郎さん
●対象／就園前のお子さんと保護者
●定員／10組（託児あり）
●申込期限／1月21日㈮
●問合せ／仙北市社会福祉協議会
▶角館支所☎54-2493　▶西木支所☎48-2940
▶田沢湖支所☎43-1368

予約制

子育てサポート　
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　全国の自殺者数は、令和２年以降、前年に比べて
増加しています。自殺者数が増えた詳しい原因はま
だわかりませんが、新型コロナウイルス感染症の影
響が長期化する中で雇用や生活、人間関係の悪化な
どが背景にあるのではと指摘されています。
　ゲートキーパーとは、「悩んでいる人に気づき、
声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守
る人」のことで、特別な資格ではありません。自殺
対策では、悩んでいる人に寄り添い、孤立を防いで
支援することが重要です。地域で身近な支え手とな
るゲートキーパーを増やしていくことで、自殺の予
防につながります。
　今回開催する「こころのゲートキーパー養成講座」
は、生きていくうえでぶつかる壁を乗り越えていく

「生きる力」やそれを支える「絆」とはどのような
ことなのかを、動物の子育てなどをとおしてお話し
ていただきます。
　この講座が、地域で支え合う力になることを願い
開催します。ぜひ、お越しください。

問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

心の健康づくり・自殺予防対策事業

日時 1月27日㈭ 

西木温泉ふれあいプラザクリオン

講師   小松守氏（大森山動物園・園長）

　１月20日㈭まで、仙北市保健課に電話
でお申し込みください。

▶  新型コロナウイルス感染症予防の関係上、参加
人数は100人までとします。

▶  参加される方は、不織布製のマスクの着用をお
願いします。

▶  入場前に健康チェックがありますので、時間に
余裕をもってお越しください。

▶  終了15:30（予定）
▶ 受付13:00 ～ 13:20

「動物の子育てから学ぶ生きていく力、絆とは」

大曲仙北歯科医師会 

1月の
休日歯科診療当番医

 診療時間9:00 ～ 12:00

3日　ささき歯科医院（仙北市田沢湖）

9日　高山歯科医院（美郷町土崎）

16日　金子歯科クリニック（大仙市大曲丸子町）

23日　髙橋歯科医院（大仙市神宮寺）

30日　米澤歯科医院（大仙市長野）

☎ 0187-44-3548
☎ 0187-85-3911
☎ 0187-63-7300
☎ 0187-72-3211
☎ 0187-56-4460

病院がお休みの日に急に歯が痛くなったり、処置が必要になったときに当番制で診
療を行っています。受診の前は必ず電話でご確認ください。

こころこころののゲートキーパー養成講座ゲートキーパー養成講座

場所

講演

申込

その他

気づき／家族や仲間の変化に気づいて声をかける
▶  眠れない、食欲がない、口数が少なくなったな

ど、大切な人の様子がいつもと違う場合、もし
かしたら悩みを抱えているかもしれません。

▶  悩んでいることに気づいたら、一歩勇気を出し
て声をかけましょう。

傾聴／本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
▶  本人を責めたり、安易に励ましたり、相手の考

えを否定することは避けましょう。

つなぎ／早めに専門家に相談するように促す
▶  紹介にあたっては、相談者に丁寧に情報提供を

しましょう。

見守り／温かく寄り添いながらじっくりと見守る
▶  連携した後も、必要があれば相談にのることを

伝えましょう。

ゲートキーパーの役割

問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

かだれ

　一緒にお茶を飲んだり認知症予防ゲームなどやりたい
ことをやりましょう！集いの場「かだれ」が開催されて
いる時間内に個別にお話もお聞きします（予約先 小松 ☎
090-2975-3450）。相談は無料ですので、遠慮なくお越
しください。

毎月第2、第4火曜日開催

11月月1111日日火・2525日日火　
10:00 ～12:00・12:00 ～15:00
内容　▶午前 保健師による血圧測定、健康相談など
　　　▶午後 認知症予防軽体操、ゲームなど
場所　田沢湖健康増進センター 調理室
参加料　100円（昼食は各自でご持参ください）

傾聴ボランティア

問合せ／ NPO 法人 KOU  大屋みはる☎018-853-4367

　“ 若者の居場所 ” とは、心の重荷を下ろす場所です。辛い、
苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が悪い、社会の
中で生きづらいと感じているすべての若者が対象です。一緒
にお茶を飲んだり、おやつを食べたり、ちょっとしたゲーム
をしながら若者同士で交流しましょう。ぜひひとりで抱え込
まずに、まずは足を運んでください。お待ちしています。

11月月1818日日火　14:00 ～ 16:00

若者の居場所
若者同士で交流しましょう !

場所　角館交流センター
主催　 NPO 法人 KOU（あきた若者サポートステーション

運営団体）

参加無料 !

　経済・生活の不安、職場環境や人間関係、子育てや家族
関係、病気や健康の不安、近隣関係などから、心配で夜中
に目が覚めたり、以前のように食事がとれないことはあり
ませんか。また、ため息が増えたり、気分が沈んで自分を
責めたり、反対にイライラして人や物にあたってあとで後
悔したり、いつもがまんばかりしていると感じていませんか。
　保健課では、このような方々に「こころの相談」をおすす
めしています。困りごとを、話せるところからゆっくり話し
てみませんか？ひとりで悩まないで話をしてみましょう。

場所　角館庁舎 相談室
相談方法　面談または電話（予約時にご希

望をお聞きします）
※電話相談を予約された方には、予約の日時

にスタッフより電話をします。
予約締切　事前にお電話ください(当日でも空きがあれば可）。
スタッフ　公認心理師・臨床心理士

あなたの話を聴いてくれる人がいる

こころの相談
11月月66日日木・1313日日木・2020日日木・2727日日木

22月月33日日木・1010日日木・1717日日木・2424日日木

①10:00 ～10:50　②11:00 ～11:50
③13:30 ～14:20　④14:30 ～15:20

秘密厳守
ですので
ご安心を!

　秋田県で初の笑いヨガ認定ティーチャーとして活躍され
ている伊藤晴美先生を講師にお迎えして「笑いの会」を開
催します。笑いにヨガの要素や軽体操を組み合わせて、楽
しく、笑顔になれる健康法です。この機会にぜひご参加く
ださい。申し込みは不要です。

受付　9:40 ～10:00　終了　11:30頃
場所　健康管理センター（角館）
内容　笑いヨガ

笑いヨガで、心も・体も・脳も健康に！

笑いの会
11月月2121日日金　

ご参加の際は、
マスクの着用を
お願いします。

　心に溜まったことや、気になること、心配なことなど
話してみませんか。「えくぼの会」会員がゆっくりお茶を
飲みながら一緒に考えていきます。開催時間内の都合の
よいときにお気軽にお越しください。

場所　 健康管理センター（角館）

だれかに話をすると安心する

えくぼの会
11月月1919日日水　10:00 ～14:00

傾聴ボランティア

11月月1212日日水・22月月22日日水　13:00 ～16:00

語って、笑って、ホッと一息

えがおサロン

　傾聴ボランティア「えくぼの会」では、毎月サロンを開
き、個人の悩みや相談に応じています。お茶やコーヒーを
飲んで語ってホッとするスペースです。予約なしで、どな
たでも好きな時間に参加できますのでぜひお立ち寄りくだ
さい。
傾聴ボランティア「えくぼの会」

場所　田沢湖健康増進センター
内容　血圧測定、健康講話、脳トレ、手工芸など
参加料　100円

相談は
秘密厳守

です

この講座は、健康ポイント事業対象
事業です。健康ポイント手帳をお持
ちの方はご持参ください。
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神代地区新春懇談会
　神代地区では、地域のまちづくり
に役立てることを目的に新春懇談会
を開催します。多数のご参加をお待
ちしています。

【日時】1月16日日 10:00 ～
【場所】温泉ゆぽぽ本館
【会費】男性4,000円  女性3,000円
【申込・問合せ】実行委員会（市役所

神代出張所内）  ☎43-1352

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

熊谷信子民謡教室・高橋キヌ子社中
新春 民謡と踊りの
チャリティー発表会
　お誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。

【日時】1月16日日  13:00 ～ 15:30
【場所】西木温泉ふれあいプラザ クリオン
【入場料】1,000円（高校生以下無料）
【その他】新型コロナウイルス感染症対策の

ため、マスクの着用をお願いします。
【問合せ】佐藤  ☎090-7062-5061

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

2月開催予定の 在職者訓練
【期日】木造建築物の組立て等作業主任者技

能講習《2月16日水 ・17日木 》
※別途受講資格要件あり（1月末締切）。

【時間】8:50 ～ 17:10
【場所】大曲技術専門校
【受講資格】現在お勤めしている方
【受講料】無料（テキスト代は別途）
【定員】10人
【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間訓練支

援室  ☎0187-62-6321

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室
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公共職業訓練 3月期生の募集
　ポリテクセンター秋田では、求職者を
対象にものづくり分野に関する専門的技
能・知識を習得するための職業訓練を行っ
ています。

【訓練期間】3月2日 水 ～ 8月30日 火 （6
か月）

【時間】9:30 ～ 15:40
【場所】ポリテクセンター秋田（潟上市）
【訓練科（定員）】テクニカルオペレーション

科（15人）
【受講料】無料（テキスト代などは自己負担）
【募集期間】1月5日水 ～ 28日金

【応募資格】ハローワークに求職申込をさ
れた方で、新たな技術 ･ 技能を身につ
けて再就職を希望される方

【その他】毎週木曜日に施設見学会を行っ
ています。

【問合せ】秋田職業能力開発促進センター
（ポリテクセンター秋田）訓練課 受講
生支援室  ☎018-873-3178

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

ソープカービング中川講座
　ご要望にお応えして、初心者を対象と
した講座を開催します。ほんのりいい香り
に癒されながら石鹸を彫ってみませんか。
興味のある方のお申し込みをお待ちして
います。

【日時】1月15日土  13:00 ～ 15:00
【場所】中川コミュニティセンター会議室
【定員】10人程度
【参加料】1,600円（材料代・経費含む）
【申込期間】1月3日月 ～ 12日水

【その他】ナイフ、トレー、手袋、彫刻刀
など必要な道具は準備します。

【申込・問合せ】黒澤美鈴
　☎090-7322-6125

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

スマートフォン操作体験会
　スマートフォンを購入して使い方を学びたい、スマートフォンを持っているが
もっと活用したいなどと考えている方向けにスマートフォンの操作体験会を開催
します。体験会用のスマートフォンをこちらで用意して体験会を行いますので、
スマートフォンをお持ちでない方も、お気軽にご参加ください。
※新型コロナウイルス感染症の状況などにより、日程の変更や中止となる場合があります。

【期日・場所】1月19日 水・角館公民館
【時間】11:00 ～ 13:00 と14:00 ～ 16:00 の2回
【対象】秋田県内にお住まいの65歳以上の方
【定員】10 人（各回定員に達した時点で募集を終了します）　　【参加料】無料
【申込・問合せ】特定非営利活動法人秋田県南 NPO センター（南部市民活動サポートセ

ンター）  ☎0182-33-7002

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

仙北市の文化財を知ろう !  第4回文化財講習会
烏

え ぼ し お や

帽子於也を楽しむ
　仙北市では今年度、文化財に関する講習会を実施してきました。
最終回となる第４回目の講師は、仙北市角館町文化財保護協会の中田達男会長です。市
指定文化財「烏帽子於也」は、郷校弘道書院の教授で、その後、久保田の明徳館詰役に
なった須藤半五郎（生家は武家屋敷松本家）が著作した寺子屋の教科書です。日常の知
識を教える百科事典的要素を持ち、読み進むと当時の町の様子が浮かんでくる場面もあ
り、タイムスリップした気分になります。新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、
参加人数を制限し、事前申し込みとしますので、参加希望の方は下記までご連絡ください。

【日時】1月26日水  10:00 ～ 12:00
【場所】市役所角館庁舎 1階 101･102 会議室
【定員】先着 30 人
【事前申込受付期間】1月4日 火 ～ 19日

水 （土・日・祝日除く）8:30 ～ 17:15
【申込・問合せ】仙北市文化財保護室
　☎43-3384

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

心も身体も元気に、リフレッシュ
家族介護教室・
家族介護者交流会
　仙北市社会福祉協議会では、市からの
委託により自宅で要介護者（介護度 1 ～
5）を介護されているご家族の方を対象に、
介護教室と介護者交流会を開催します。

【日時】1月18日火  10:00 ～ 14:30
【場所】西木温泉ふれあいプラザ クリオン
【内容】 ▼介護教室「腰痛予防教室」～丁

寧な身体の使い方＆腰痛予防体操～（講
師 : 六右衛門接骨院 藤川陽子院長） ▼

介護者交流会「大道芸人マッキーさん
のスペシャルパフォーマンス」 終了後
昼食、温泉入浴 ▼介護相談（介護支援
専門員）

【参加料】500円  ※入浴する方はタオル
をご持参ください

【送迎】希望される方は、申込時にお申し
出ください。

【申込期限】1月11日火

【申込・問合せ】仙北市社会福祉協議会 地
域福祉課  ▼角館支所 ☎54-2493 ▼

西木支所 ☎48-2940 ▼田沢湖支所 ☎
43-1368

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受
け、国の仕事などについての苦情や意見・
要望を受け付け、皆さんと関係行政機関と
の間に立って、その解決を図る「行政と住
民のパイプ役」です。仙北市の行政相談委
員は次の3 人の方で、自宅で相談を受け付
けているほか、定例相談所を開設しています。

【行政相談委員】 ▼羽川茂幸 ☎42-2385  
田沢湖田沢字沼田102-1  ▼大楽進 ☎
53-2690  角館町七日町34  ▼新山敦晃 
☎47-2746  西木町西明寺字宮田18

【1月相談所開設日・場所】 ▼ 12日水・市
役所神代出張所 ▼ 19日 水・田沢湖総
合開発センター ▼ 20日 木・角館交流
センター ▼ 28日 金・市役所桧木内出
張所

【時間】13:00 ～ 16:00
【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談
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　仙北市内では、5か所でオレンジカフェ（総称）が毎月１回開催されています。
　オレンジカフェは、厚生労働省が進めている認知症施策の一つで、認知症の人も
家族も地域の人も誰でも気軽に交流することのできる集いの場です。また、認知症
に関する相談にも応じることができますので、気軽に参加してスタッフに声をかけ
てください。
　新型コロナウイルス感染症の感染状況により、開催を休止する場合もあります。

オレンジカフェが開催されています！

1月の開催予定

カフェの名称 主催者 場所 開催日・時間 個人負担 連絡先
オレンジカフェ
ひまわり 長澤早恵 グループホームひまわり

地域交流室
1月15日㈯

14:00 ～ 16:00 100円 55-5272

ささえ愛カフェ 清水佳奈子 デイサービスセンターささえ愛 1月16日㈰
9:30 ～ 11:30 100円 42-8666

下延オレンジ
カフェの会 藤原律子 下延コミュニティセンター 1月18日㈫

14:00 ～ 16:00 100円 55-5449

こみっとカフェ 松舘文子 NPO 法人かじか瀬スペース 1月19日㈬
10:00 ～ 12:00 300円

080-3198-4136
※ 初めての方は事前に

ご連絡ください。

たんぽぽカフェ 佐々木恵 角館郵便局 1月19日㈬
14:00 ～ 16:00 なし 52-2540

開催内容の詳細／直接カフェにお問い合わせください
その他の問合せ／仙北市包括支援センター  ☎43-2283

お手伝いを
してみませんか

　認知症サポーターやキャラバンメイト、せんぼく地域かがやき隊の皆さまで、カフェのお

手伝いに参加をご希望される方は、包括支援センターまでご連絡ください。

〈参加される方へのお願い〉▶基本的感染対策のため、参加する前には、体温測定、健康チェック ▶発熱または風邪
の症状がある場合は無理せず自宅で療養を ▶カフェに入る際には、マスクの着用、手指消毒 ▶ほかの方と十分な距離
を取りましょう
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介護保険事務所から 介護入門的研修会に参加してみませんか?介護入門的研修会に参加してみませんか?
　全国的に高齢化が進んだことで、介護を必要とする方が増えている中、より多くの方に
介護について知っていただくため、介護入門的研修会を開催します。介護保険に関する基
礎知識の習得を目的として講話形式で行いますので、興味のある方は、電話で下記までご
連絡ください。

【日時】1月20日木 9:00 ～ 12:15
【場所】さくまろ館大会議室（大仙市高梨字田茂木10）
※参加希望者の人数により変更の場合あり。

【対象者】介護未経験で介護の仕事に興味のある方、定年により退職予定の方、子育てが
一段落した方、家族の介護に活かしたい方など

【内容】介護保険制度の概要、介護における安全・安楽な体の動かし方、介護予防・認知
症予防に使える体操など

【参加料】無料
【施設見学】研修会当日の午後から施設見学（１事業所）を予定しています。※希望者のみ
【申込期間】1月4日火 から14日金（平日8:30 ～ 17:00）
【問合せ】介護保険事務所  ☎0187-86-3910

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

仙北市社会福祉協議会 
1月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と
して心配ごと相談を行っています。お気
軽にご利用ください。

【日時・場所】 ▼ 12日水 13:00 ～ 16:00・
市役所神代出張所 ▼ 13日 木 13:00 ～
16:00・社会福祉協議会角館支所 ▼ 17
日月 10:00 ～ 12:00・社会福祉協議会
西木支所 ▼ 19日 水 13:00 ～ 16:00・
田沢湖総合開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  ☎52-1624

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

おはなしの会アトリエ
メンバー募集のお知らせ
　おはなしの会アトリエは、絵本の朗読
をしている、おはなしサークルです。
 主な活動は、
★朝の本読み 生保内小学校（木曜日8:15

～ 8:30）
★おはなし玉手箱 田沢湖図書館（隔月第

3土曜 10:00 ～ 11:00）
　このほかにも、お話し会への参加、研
修会参加など、活動を続けています。絵
本は、オトナが読んでも味わい深い本が、
たくさんあります。私たちと一緒に、絵
本を読んでみませんか？年齢不問。お気
軽に、お問い合わせください。

【問合せ】おはなしの会アトリエ 細川
　☎43-2421

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

秋田働き方改革推進支援センター
県南出張相談室のご案内
　人事・労務、就業規則、雇用関係助成
金に関することなどについて、社会保険
労務士が無料でご相談に応じます。

【日時】1月18日火 13:00 ～ 16:00
【場所】横手市役所商工観光部商工労働課

（平鹿地域振興局庁舎内会議室・横手市
旭川一丁目3-41）

【事前予約制】開催日の前日までに下記ま
で電話でお問い合わせください。

【問合せ】秋田働き方改革推進支援セン
ター  ☎0120-695-783 または

　☎018-865-5335

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

秋田労働局
「ハラスメント対応特別相談窓口」を開設しています

　秋田労働局雇用環境・均等室では、ハラスメントのない職場づくりを進めるため、「ハ
ラスメント対応特別相談窓口」を開設しています。職場におけるハラスメントについて、
働く人からの相談のみならず、企業の担当者からの相談にも対応します。

【開設期間】3月31日木 まで（土・日・祝日・年末年始を除く）
【開設時間】8:30 ～ 17:15
【問合せ】秋田労働局雇用環境・均等室  ☎018-862-6684

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

冬場の転倒事故を防ぎましょう !
　冬場は雪や凍結による転倒事故が多く見られ、特に 12 月～
2 月の積雪時期により多く見られます。転倒を防ぐため以下に
注意しましょう。

【危険な場所を知り、滑るかもしれないと意識して歩くなど予
防しよう !】

　除雪後の道路や駐車場、出入口（段差・スロープなど）、車
の乗り降りなどが特に危険です。

　詳しくは下記までお問い合わせください。
【問合せ】秋田労働局健康安全課  ☎018-862-6683 または最寄りの労働基準監督署まで。

秋田労働局・転倒災害防止プロジェクトチーム

注意表示
の掲示

扉開閉注意

対面確認

消
毒
液

×ながら歩き ×慌てた行動

×足元の見えない
階段の昇降

〇足腰を鍛えて
筋力UP‼

〇指差し確認の実施‼

センサーライト
で照明確保！

向こうが見える!!
－衝突防止－

物を置かない!

表示は
大きく簡潔に!

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

「筆界特定制度」の利用について
　「筆界特定制度」とは、法務局が現地における筆界（境界）の位置を特定する制度です。
実地調査や測量を含む様々な調査を行ったうえ、もともとあった筆界を明らかにします。
隣接地との筆界が分からず困っている方、筆界について隣地の所有者と意見が一致せず
に困っている方、隣地の所有者の所在が不明などの事情で筆界の確認をすることができ
ない方は、筆界特定制度をご利用ください。

【問合せ】秋田地方法務局登記部門 筆界特定室  ☎018-862-1442

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

あきた回帰キャンペーン展開中！
　仙北市では県と連携して、県外に住む学生や社会人の方々の秋田で
の就職や定住をサポートする「あきた回帰キャンペーン」を年間を通
じて展開しています。ゆとりのある住まいや、通勤、そして子育て環境。
さらに、豊かな自然と多彩な祭り、文化が秋田にはあります。秋田を離れて暮らすお子
さんやお知り合いで「そろそろ秋田に帰ろうかな」「秋田に住んでみたい」という方がい
らっしゃいましたら、ぜひ、次の相談窓口を紹介してください。

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ ▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

明けましておめでとうございます
新年のスタートとともに
防火意識を高めよう
　私たちの生活に欠くことのできない

「火」。上手に使うと毎日の生活が快適で
楽しいものとなります。 しかし、使い方
を一歩間違えると、私たちの日常が一変
し、取り返しのつかないことになりかねま
せん。新年の始まりとともに、改めて一
人ひとりが防火意識を高め、火災に強い
まちづくりを目指し、以下のことに気をつ
けて安心で安全な生活を送りましょう。

【住宅火災を防ぐポイント】「ストーブ火
災対策」 ▼周りに燃えやすいものを置
かない ▼上部に洗濯物を干さない ▼部
屋から離れるときは必ず消す　「コンロ
火災対策」 ▼調理中にそ
の場を離れるときは火を
消す ▼調理器具の周り
に燃えやすいものを置かない　「電気火
災対策」 ▼配線の上に重いものを置か
ない ▼たこ足配線をしない ▼配線を束
ねて使用しない

【問合せ】角館消防署 予防班 ☎54-2302

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
11月受付分、敬称略
◆藤井正衛（田沢字日渡）
◆難波耕助（生保内字源左エ門野）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

令和3年分の確定申告と納税はお早めに
大曲税務署から申告書作成会場のご案内
　申告書作成会場の混雑緩和のため、会場への入場には「入場整理券」が必要です。「入場
整理券」は、会場で当日配布しますが、LINE を通じたオンラインによる事前発行も可能です。
なお、入場整理券の配布状況に応じて、後日の来場をお願いすることもあります。皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。

【開設日時】2月1日火 ～ 3月15日火  （土・日曜日・祝日を除く） 9:00 ～17:00
【場所】大曲税務署2階会議室（大仙市大曲上栄町9-4）
※駐車可能台数に限りがありますので、来場される場合は、公共交通機関などをご利用

ください。
※ご来場の際は、できる限り少人数でお越しください。

【令和3年分確定申告期限と納期限】

▼申告所得税及び復興特別所得税、贈与税：3月15日火  ▼消費税及び地方消費税（個人
事業者）：3月31日木

【令和3年分確定申告に係る口座振替日】

▼申告所得税及び復興特別所得税：4月21日木  ▼消費税及び地方消費税（個人事業者）：
4月26日火

【問合せ】大曲税務署  ☎0187-62-2191

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

角館町武道協議会から
年始の活動をご紹介します

【寒稽古・稽古始めの期日】
《角館町剣道会》寒稽古 1月4日火 ～ 7日

金 18:30 ～
《角館柔道会》寒稽古 1月4日火 9:00 ～
《実戦空手道武心会》初稽古 1月6日 木 

19:00 ～
《角館大弓会》初稽古 1月5日水 19:00 ～
《合気道角館協会》初稽古 1月中旬予定 

19:00 ～
【場所】角館武道館
【問合せ】角館町武道協議会 事務局 藤原
　☎090-2976-2994

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
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武藤トモ　 （85 歳・桧木内字畑中）

門脇ヨシ　 （94 歳・桧木内字松葉）

山本ミサ　 （84 歳・桧木内字松葉）

鈴木兵吉　 （97 歳・桧木内字松葉）

佐藤文一　 （91 歳・門屋字漆原）

髙橋吉夫　 （72 歳・小渕野字袖野）

阿部ツヤ子 （98 歳・小渕野字狼渕）

堀川章　　 （63 歳・田沢字打野）

後藤マサ　 （96 歳・田沢字春山）

千葉武次郎 （97 歳・田沢字春山）

芳賀辰雄　 （93 歳・田沢字春山）

千葉一美　 （65 歳・田沢字日渡）

堀川　紀　 （89 歳・田沢字寺下）

後藤シゲコ （96 歳・生保内字堂ノ前）

松田勝　　 （91 歳・生保内字町田）

戸村正一　 （72 歳・刺巻字大道）

佐藤慶子　 （84 歳・岡崎字前村）

三浦彌男利 （81 歳・神代字生田中村）

藤原光子 　（81 歳・神代字街道北）

大石フチノ （97 歳・梅沢字東田）

眞崎ユリ子 （94 歳・卒田字清水合）

高橋姓子 　（81 歳・卒田字白籏）

佐々木善惠 （81 歳・上菅沢）

藤田秀夫　 （88 歳・中菅沢）

臼井サダヱ （100 歳・中菅沢）

茂木サヨ子 （80 歳・岩瀬下タ野）

武藤和久　 （73 歳・岩瀬下タ野）

金谷タマ子 （87 歳・岩瀬）

戸嶋空知　 （17 歳・岩瀬）

今野利明　 （80 歳・小勝田間野）

安　三男　 （88 歳・小勝田中川原）

伊藤孝良　 （65 歳・西長野上野）

橋本裕臣　 （90 歳・雲然下町屋）

鈴木繁美　 （68 歳・下延竹市野）

鈴木ユキ　 （101 歳・白岩上西野）

髙橋久男　 （68 歳・白岩堂野口）

草𦿶コ　　（91 歳・広久内上中川原）

橋本登美子 （93 歳・上桧木内字西下戸沢）

村上サダ　 （92 歳・桧木内字相内）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

佐々木梨
りん

　 （庸介・生保内字男坂）

中島千
ち は や

颯　 （亮太・田沢字供養佛）

鈴木俊
しゅんや

哉　 （優哉・上菅沢）

荒川天
あまね

　　 （大・水ノ目沢）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

44 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和3年12月１日現在）

出生
6 人 32 人

死亡 転入 転出
42 人

人口 24,783 人
（－ 48）　

男  11,532 人 （－ 18）
女  13,251 人 （－ 30）

世帯数 10,499 世帯 （－ 17）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から

――1111月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   9,227 人
角　館 11,460 人
西　木   4,096 人

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

※表記の価格はすべて税込価格です。

information第３セクター耳より情報

 仙北市民憩いの日  今月は 26 日㈬
仙北市民入浴無料！※仙北市民と確認できるものを持参ください。

 1 月の定休日のお知らせ
12 日㈬、27 日㈭は定休日のため休館します。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）東

 年始の営業時間のお知らせ
1月1日㈯㈷のレストラン北蔵は貸し切りになりますので通常営業は
お休みになりますが、米蔵は通常通り営業しています。
また 1月 2 日㈰、3 日㈪は全館臨時休業させていただきます。
1月 4 日㈫から通常通り営業します。

宮家 角館町田町上丁 11-1　☎ 52-2438
時 10:00 ～ 17:00西

 ふる舞酒をご用意しています！
1月1日㈯㈷～ 3 日㈪の間、宿泊ロビーでは「ふる舞酒」をご用意
してお客さまをお待ちしています。

 第 25 回花葉館新春麻雀大会
1月 30 日㈰（予定）　受付 9:00 ～
お 1人様 5,500 円（懇親会・賞品代含む）
1団体 4 名様でお申し込みください。
申込期限 1月18 日㈫

葉館 角館町西長野古米沢 30-19
☎ 55-5888花

 営業期間のお知らせ
1月より土・日・祝日営業予定です（変更になる場合があります）。
詳しい日程や変更になる場合はホームページでお知らせします
ホームページ：http://www.heart-herb.co.jp/

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前 78　☎ 43-2424
時平日10:00 ～16:00／土日祝 9:00 ～17:00ハ

 年始の営業時間のお知らせ
1月 4 日㈫から通常通り営業します。
▶ [ プール ]
 1月 2 日㈰～ 3 日㈪　10:00 ～ 12:00、13:30 ～ 17:00
※ただし 1月1日㈯㈷のみプールは休業
▶ [ 温泉 ]
 1月1日㈯㈷～ 3 日㈪　9:00 ～ 21:00
※受付は営業終了時間の 1時間前
▶ [ レストラン「かたくり」]
 1月1日㈯㈷～ 3 日㈪　11:00 ～ 21:00
※ラストオーダーは営業終了時間の 30 分前

 クリオンからのお年玉！1月1日㈯㈷～ 3 日㈪ 9:00 より
▶入湯回数券（大人 12 回券）販売　通常 5,000 円→ 4,000 円に！

 冬の「湯治プラン」好評受付中！
2 泊3日（5 食付き）お1人様11,000円（ご延泊は1泊2 食付き4,800
円追加。1室 1名様ご利用の場合、ご宿泊 1回につき1,100 円追加。）
※ご利用いただけない日もありますので、詳しくはお問い合わせください。

 1月のメンテナンス休館日のお知らせ
26 日㈬はメンテナンスのため休館します。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00リオン

仙北市カレンダー 1/１土    ～16 日   

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日
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● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
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新年のごあいさつ
寅年生まれの児童に聞いた！令和
4 年の目標
危険業務従事者叙勲・秋の叙勲・
秋の褒章
市役所からのお知らせ／みんなで取り
組む SDGs
旬な情報チャンネル
学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習
図書館情報局
子育てインフォメーション
保健と健康の掲示板／おしらせ
ナビ
戸籍の窓口から／第 3 セクター
耳より情報
仙北市カレンダー
広告

広報担当者の広報担当者の

つつ
やや きき

ぶぶ

FK　今年は寅年。十二支で有
名な物語、元旦に神様のもと
に訪れた順番で干支が決まっ
たというお話。足の速そうな

トラは 3 番目。足が遅いからと早く出発
したウシとそれに便乗したネズミが 1・2
番目。早めのスタートがよい結果に結び
つくということかもしれません。ちなみ
に、ネコはネズミに嘘の出発日を教えら
れたそうです。スケジュールの確認もしっ
かりとですね。

RI　とある県内広報紙を眺め
ていると私の従弟が取材をさ
れていて驚きました。取材テー
マは「健康」について。内容

を読んでいるうちに私も健康に気をつけ
なければいけないと感じました。そこで
令和 4 年の目標は「昔の体型を取り戻
す」。従弟に負けじと健康に気を遣い、少
しずつモデル体型を目指していきます。

SG　年末、子どもたちとカー
ドゲームの UNO（ウノ）で久
しぶりに対決。慣れた子ども
たちに対してルールがなんと

なくの記憶の自分。結果は当然のビリ。
説明書をよく見ると知らなかったルール
が結構あります。これでいけると再戦す
るもリベンジならず。父の威厳なんてあ
りません…。お正月は家族 UNO 大会を
制してよいスタートを切るぞ !

No.337No.337

1/
１ 土

２ 日

３ 月

４ 火

５ 水 ●仙北市の校歌・校章展（新潮社記念文学館【3月まで】9:00～16:30 ※入館は16:00まで 【4月か
ら】9:00～17:00 ※入館は16:30まで） P15  5月15日まで  

６ 木 ●こころの相談（角館庁舎 相談室10:00～10:50、11:00～11:50、13:30～14:20、14:30～15:20）
P18

7 金

８ 土
●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P15

●令和 2 年度対象者 仙北市成人式（仙北市民会館13:30～ ※受付12:30～） 11/16･P5

９ 日 ●令和 3 年度対象者 仙北市成人式（仙北市民会館13:30～ ※受付12:30～） 11/16･P5

１０ 月

１１ 火 ●かだれ（田沢湖健康増進センター10:00～15:00） P18

１２ 水
●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00～16:00） P18

●行政相談所開設日（市役所神代出張所13:00～16:00） P21

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（市役所神代出張所13:00～16:00） P22

●ちびっこ なぜ？ なぞ？？ サイエンス（西木総合開発センター13:30～15:30） 12/16･P20

１３ 木
●すくすく成長記録 Day（さくラッコ10:00～11:00） P17

●こころの相談（角館庁舎 相談室10:00～10:50、11:00～11:50、13:30～14:20、14:30～15:20）
P18

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所13:00～16:00） P22

１４ 金

１５ 土

●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P15

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館10:00～） P15

●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館10:00～） P15

●オレンジカフェ（グループホームひまわり14:00～16:00） P20

●ソープカービング中川講座（中川コミュニティセンター会議室13:00～15:00） P21

１６ 日

●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛9:30～11:30） P20

●神代地区新春懇談会（温泉ゆぽぽ本館10:00～） P20

●新春 民謡と踊りのチャリティー発表会（西木温泉ふれあいプラザクリオン13:00～15:30）
P20

11--11
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